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は じ め に

埼玉県南東部の第四紀堆積物をボーリング

コアを利用 して調査 した。今回は,草 加市の

資料 を用い主に化石 を分離 したので,そ の結

果 を報告する。今後は調査地域をひろげると

共に,堆 積物の組成,地 層の対比,さ らには

堆積環境の解明 をしていきたい。

実験方法と考察

1.化 石 の サ ン プ リン グ

土壌 母 材 を ビ ー カ ー に入 れ,水 道 水 で塊 状

の もの を溶 か し,メ ッ シ ュ5,9,16,32,

60,200の 夫 々 の篩 に順 次 か け る 。 母 材 試 料

を粒 子 の 大 きさ に よ って 先 ず 分 離 す る。

夫 々 の メ ッシ ュ に か か っ た粒 子 の 中 か らほ

図1草 加市全図

國2草 加市勤労福祉会館柱状図
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図3草 加市八幡小学校柱状図

ぼ完全な型をしている化石をとり出す。殊に

200メ ッシュにかかった ものの判別は肉眼で

は不可能なので,こ の試料を四塩化炭素で洗

い浮き上ったもののみを採取 して顕微鏡下で

観察 し化石を拾 う。これをスライ ドガラス上

にバルサムで固定する。

試料 としては,草 加小学校,草 加市勤労福

祉会館,草 加市立八幡・小学校のボー リングコ

アである。

始めに草加小学校の深度Om～0.80mの 試

料を作業手順に従って実験 した。どの篩上に

も化石はなく200メ ッシュ上にも石英,雲 母,

角閃石,磁 鉄鉱等の微細粒子のみであった。

写 真1Cibicidesrefulgenssp,更 新 世

叉,同 地 深 度12.15m～12.46mに お い て も化

石 は な か っ た。

次 に,草 加 市 勤 労 福 祉 会 館(図2)深 度9.

70m～11。50m及 び34.50m～35.70mで は極 め

て化 石 が 多 か っ た 。(写 真1,2,3,4)

写 真2Rosalinabradyisp.更 新 世

写 真3Pseudononionjaponicumsp.更 新 世

写 真4-2
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草 加 市立 八 幡 第二 小 学 校(図3)深 度11.7

0m～12.50mで は,巻 貝,二 枚 貝 の 幼 型 が 多

数 出 た 。(写 真5,6)

200メ ッシ ュ に上 の もの は 写 真7で あ る。

同 所 深 度25.00m～25.60mは,貝 殼 片 は多

数 あ っ た が 完 全 な型 の もの は なか っ た 。200メ

ッシ ュ上 の もの に も白色 不透 明 の 粒 子 が 多 か

写 真5Tritia(Reticunassa)

japonicasp.更 新 世

写 真6Pillucinapisidium更 新 世

写 真7Globigerinabulloidessp.更 新 世

写 真9Actinaptychussplendens更 新 世

写 真10か き

写 真8Cibicidesrefulgens更 新 世 写 真llCibicidesrefulgenssp.更 新 世
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っ た 。 有 孔 虫 は,写 真11を 見 出 した 。

同所 深 度28.00m～31.25mで は写 真10が あ

り,完 全 型 で は な いが か き と思 わ れ る 。 叉,

軽 石 状 の 礫 が 各 メ ッ シ ュ に残 っ た。200メ ッ シ

ュ上 で は写 真9の 珪 藻 が 多 数 出 た。 有 孔 虫 写

真11の ものが あ った 。

本研究にあたって,試 料の提供 をして下 さ

った草加市役所建築課に感謝いたします。
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